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行
田
市
、
三
重
県
桑
名
市
、
福
島
県
白
河
市
の
3
市
は
、
文
政
6
年
（
１
８
２

３
）
、
江
戸
幕
府
の
命
令
に
よ
り
3
藩
間
の
大
掛
か
り
な
国
替
え
（
三
方
領
知
替
）

で
藩
主
が
入
れ
替
わ
っ
た
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
3
市
は
平
成
10
年
11
月
9
日
に
友
好
都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
こ
の
三
方
領
知
替
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
0
0
年
、
さ
ら
に
は
友
好
都
市
締

結
か
ら
25
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
と
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

三
方
領
知
替
と
は

GYODA  ×  KUWANA  ×  SHIRAKAWA

桑
名
藩
か
ら
忍
藩
に
や
っ
て
き
た
松
平
忠
堯

は
、桑
名
時
代
に
開
い
た
藩
校
進
脩
館
を
忍
城

下
で
再
興
し
、そ
の
名
は
現
在
の
県
立
進
修
館

高
等
学
校
の
校
名
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
市
の
忍
東
照
宮（
本
丸
）や
天
祥
寺

（
埼
玉
）、大
蔵
寺（
駒
形
）、桃
林
寺（
城
西
）も

松
平
家
ゆ
か
り
の
寺
社
と
し
て
国
替
え
後
に

開
か
れ
ま
し
た
。

※

転
封
と
は
、江
戸
時
代
に
大
名
の
領
地
を
幕
命
で
替
え
る
こ
と

文
政
6
年（
１
８
２
３
）3
月
24
日
、幕
府
は

陸
奥
国
白
河
藩
主
・（
久
松
）松
平
定
永
を
伊
勢

国
桑
名
藩
主
へ
、伊
勢
国
桑
名
藩
主
・（
奥
平
）

松
平
忠
堯
を
武
蔵
国
忍
藩
主
へ
、武
蔵
国
忍
藩

主
・
阿
部
正
権
を
陸
奥
国
白
河
藩
主
へ
と
国
替

え
を
発
令
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
３
つ
の
大

名
家
が
同
時
に
玉
突
き
状
態
で
転
封（※

）と

な
る
こ
と
を
三
方
領
知
替
と
い
い
ま
す
。

一
般
的
に
国
替
え
の
理
由
は
公
に
さ
れ
な

い
た
め
、実
施
の
直
接
的
な
要
因
を
特
定
す
る

の
は
難
し
い
で
す
が
、白
河
藩
主
の
松
平
定
永

が
房
総
半
島
沿
岸
警
備
に
関
わ
っ
て
桑
名
へ

の
国
替
え
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
、忍
藩
主
の

阿
部
正
権
が
徳
川
幕
府
へ
の
お
目
見
え
を
果

た
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
国
替
え
に

何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
替
え
先
に
は
、大
名
と
家
臣
団
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

さ
だ
な
が

た
だ
た
かま

さ
の
り

三 方 領 知 替
2
0
0
年

 さん ぽう りょう ち がえ

3

福島県の南部中央に位置する白
河市は、古来より交通の要衝の地
として栄え、白河関跡、小峰城跡、
南湖公園の三史跡を代表に、歴史
と文化が色濃く現代へと受け継が
れています。白河ラーメンや日本
酒など豊かな食文化を有し、首都
圏に隣接する立地条件や恵まれた
自然風土などの地域特性により、
四季を通して暮らしやすい生活環
境が形成されています。

全国新酒鑑評会で金賞を受賞する銘
柄もあるなど、地元の人はもちろん、
全国の日本酒ファンからも高い支持
を受けています。

福島県白河市

みちのくの玄関口

日本酒

身分の差を越え誰もが憩える
「士民共楽」の理念のもと享和元
年（1801）に白河藩主・松平定信
が築造した公園です。

南湖公園 国指定史跡

白河市のご当地
ラーメンで、鶏ガラ
醤油ベースのスープ
とコシのある手打ち
縮れ麺が特徴です。

白河ラーメン

白河関は奈良・平安時代ごろに
人や物資の往来を取り締まる機能
を有していたと考えられ、奥州三
古関の一つに数えられています。
文学の世界では、「歌枕」として都
人の憧れの地となり、能因、西行、
松尾芭蕉など多くの歌人・俳人た
ちが歌や句を残しています。

白河関跡 国指定史跡

小峰城は14世紀中ごろに小峰ヶ岡に
城を構えたのが始まりで、寛永9年
（1632）に江戸時代の初代藩主・丹羽長
重が完成させた悌郭式の平山城です。

小峰城跡 国指定史跡

ナガシマスパーランド、ジャンボ海水プール、
なばなの里、ジャズドリーム長島、名古屋アンパ
ンマンこどもミュージアム＆パーク、長島温泉
「湯あみの島」、ホテル花水木などを擁する国内
屈指の複合リゾート。子どもから大人まで楽し
めます。

ナガシマリゾート

桑名市の伝統料理。昔懐かしい優しい味わい
で、多くの市民から愛されています。

箱寿司

S h i r a k a w aK uw a n a

三重県の北部に位置する桑名市
は、木曽三川の河口、伊勢湾の最奥部
に面し、淡水と海水が混ざり合う栄養
豊富な海で育つハマグリや海苔など
が特産品です。江戸時代に整備され
た東海道五十三次の42番目の宿場
町として古くから栄え、現在は、全国
的にも有名なレジャー施設や商業施
設などを擁する観光のまちとして親
しまれています。

三重県桑名市
東海道の
宿場町・城下町

鹿鳴館の設計で有名なイギリス人建築家
ジョサイア・コンドルが手掛けた二代諸戸清
六の邸宅。映画・ドラマのロケ地としても活
用されており、映画『わたしの幸せな結婚』
や今年8月公開映画『リボルバー・リリー』で
登場しています。

六華苑 重要文化財

を受けています。

S h i r a k a w a

白河市のご当地
ラーメンで、鶏ガラ
醤油ベースのスープ
とコシのある手打ち
縮れ麺が特徴です。

白河ラーメン

ちが歌や句を残しています。

小峰城は14世紀中ごろに小峰ヶ岡に
城を構えたのが始まりで、寛永9年
（1632）に江戸時代の初代藩主・丹羽長
重が完成させた悌郭式の平山城です。

国指定史跡

ナガシマスパーランド、ジャンボ海水プール、
なばなの里、ジャズドリーム長島、名古屋アンパ
ンマンこどもミュージアム＆パーク、長島温泉
「湯あみの島」、ホテル花水木などを擁する国内
屈指の複合リゾート。子どもから大人まで楽し
めます。

ナガシマリゾート

桑名市の伝統料理。昔懐かしい優しい味わい
で、多くの市民から愛されています。

箱寿司

町として古くから栄え、現在は、全国
的にも有名なレジャー施設や商業施
設などを擁する観光のまちとして親
しまれています。

「その手は桑名
の焼き蛤」といわれ
親しまれてきた江
戸時代からの名物。
ふっくらと身が大き
く、濃厚な味わいが
特徴です。

ハマグリ

ていかく

の　り
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三方領知替200年推進協議会

記念すべき年を 盛り上げましょう

皆さ んで

三方
領知 替 200 年

市では「三方領知替200年」を記念して、  さまざまな取り組みを行っています

三方領知替を通じた魅力あ
る地域創出を実現するため、
推進協議会を設置しました。

委員（15人）同士が、情報交
換を行うとともに、まち全体を
盛り上げる具体的な手法につ
いて検討していきます。

ロゴマーク

市の各種事業をPRするチラシ、ポスターなど
に使用しています。市民の皆さんや事業者の方
も使用できますので、ぜひご活用ください（原則
申請が必要）。
▶問い合わせ　企画政策課（内線310）

三方領知替関連事業
　今後の主な三方領知替200年記念関連事業を紹介
します。

 9月 23日㈯ ★第6回ぎょうだ郷土かるた大会
 10月 8日㈰ ★第31回浮き城のまち行田こどもまつり
 10月 22日㈰ ★第70回市民体育祭
 10月 28日㈯ ★第38回少年の主張大会
 11月 11日㈯・12日㈰友好都市スポーツ交流事業
 11月 12日㈰ ★行田商工祭・忍城時代まつり
 11月 12日㈰ 友好都市締結25周年記念観光物産展
 11月 16日㈭～19日㈰・23日㈭★第75回行田市文化祭
 11月  公立保育園で桑名市・白河市の郷土料理を提供
 12月 3日㈰ ★第65回浮き城のまち行田駅伝競走大会
 12月 24日㈰ 三方領知替講演会＆トークショー（予定）
 12月  ★行田市人権教育合同学習講演会

8月9日に行われた
第1回会議の様子

記念TシャツでPR
三方領知替200年を

記念して「三方領知替T
シャツ」を制作。7月30日
に開催された市民祭 行
田浮き城まつりの「浮き
城だんべ踊り」に記念T
シャツを着用した市職員
と市議会議員102人が
参加しました。

三方領知替のPRをし
ながら、祭りを大いに盛り
上げました。

武門の遺産
― 徳川家を支えた忍・桑名・白河―

三方領知替が行われた3家は、いずれも徳川将軍家の一門
や譜代の大名であり、江戸時代の初期から幕府を支えた名門
でした。

今回の展示は、3市友好都市締結のきっかけとなった三方
領知替から200年、また友好都市締結25周年となる節目の年
を記念して開催します。3つの大名家と徳川将軍家との関係を
示す書状や、三方領知替に関わる古文書、大名家伝来の美術
工芸品、江戸時代の各藩の様子がうかがえる資料などを展示
し、それぞれが育んだ豊かな歴史文化を紹介します。

▶期間　9月16日㈯ ～ 10月15日㈰※9月18日、10月
9日を除く月曜日と9月19日㈫、10月10日㈫は休館

▶開館時間 午前９時～午後４時３０分（入館は午後４時まで）
▶場所　郷土博物館企画展示室・常設展示室※会期中、常設

展示室の一部が合同展の展示室となります。
▶入館料　大人200円、大学・高校生100円、小・中学生50

円※団体割引あり
▶その他　展示準備のため9月15日㈮は休館となります。

ギャラリートーク
▶日時・解説者
　９月１６日㈯
　　浅見貴子（行田市郷土博物館学芸員）、鈴木亜季さん

（桑名市博物館学芸員）、小野英二さん（小峰城歴史館
学芸員）

　9月24日㈰
　　浅見貴子、杉本竜さん（桑名市博物館館長）
　１０月7日㈯
　　浅見貴子、小野英二さん

いずれも同内容で午前１１時～、午後２時～（50分程度）※
申し込み不要（入館料は必要）

▶集合場所　同館ラウンジ
三市合同企画展限定御城印を販売
　忍城・桑名城・小峰城の名称と
城主の家紋をデザインした限定
御城印を販売しています。
▶販売価格　300円
▶販売場所　郷土博物館、
　観光物産館ぶらっと♪ぎょうだ

▶問い合わせ　同館
　☎554―5911

横断幕・のぼり旗・タペストリー
市内の歩道橋に横断幕を掲げるとともに、のぼり旗

を公共施設に設置します。また、商店街などにはタペ
ストリーを飾り、三方領知替200年の気運醸成を図り
ます。

★は冠事業

上げました。

三方領知替200年　行田市・桑名市・白河市
友好都市締結25周年記念合同企画展

レガシ ー

古萬古オランダ写手焙
（桑名市博物館所蔵）

関ケ原合戦図屏風（部分）
（行田市郷土博物館所蔵）

紺裾濃糸威二枚胴具足（部分）
（小峰城歴史館所蔵）

　9月24日
　　浅見貴子、杉本竜さん（桑名市博物館館長）
　１０月7日
　　浅見貴子、小野英二さん

▶集合場所

横断幕デザイン

のぼり旗デザ
イン（左）
タペストリー
デザイン（右）

PR動画公開

市職員による動画プロジェクトチーム「IGZO 
GYODA」では、三方領知替についてコミカルで
分かりやすく解説した動画「シン・コウホウマン
ちゃんねる～エピソード1 トライアン
グル」を作成。YouTube「ぎょうだ動画
チャンネル」で公開中です。

200年の刻を超え

3市の“おたから”がここに集う

関連イベント

とき
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▶そ の 他　 返礼品の贈呈は、市外在住の方のみが対
象となります。

▶問い合わせ 【再塗装について】
　　　　　　都市計画課公園グループ（内線5602）
　　　　　　【寄付募集について】
　　　　　　企画政策課公民連携グループ（内線310）

67

行政のお知らせ

5年ごとに実施する住宅・土地統計調査
　全国約340万世帯の方々を対象とした大規模な調査
で、私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の基
礎資料として、幅広く活用されます。調査員が伺いま
したら、調査へのご協力をお願いします。

▶調査基準日 10月1日㈰
▶調査対象　 全国から無作為に選ばれ、本市では市内

全域で約2,700世帯が対象となります。
▶調査の内容 住宅の建て方や世帯の構成など
▶調査の方法  県知事から任命された統計調査員が、9月

下旬に調査書類を配布します。回答はイ
ンターネット回答の他、郵送など紙の調
査票を提出する方法もあります。

「かたり調査」にご注意ください
　調査員は顔写真付きの「調査員証」を携帯しています。
「調査員証」の提示がない場合や、電話による問い合わ
せに不審な点を感じた場合などは広報広聴課までご連
絡ください。

調査票の秘密は守られます
　調査票の記入内容は、統計以外の目的に使われるこ
とはありません。また、調査員や調査関係者が調査で
知り得た情報を、他に漏らすことは法律で固く禁じら
れています。

▶問い合わせ 同課統計グループ（内線322）

令和5年住宅・土地統計調査を実施
します

　市では、家庭で子育てする世帯を支援するた
め、おうち子育て支援金を支給します。

▶支給対象　 令和5年4月1日～令和6年3月
31日に出生した新生児の保護者
で、申請時点で本市に住所を有す
る方

▶支給金額　新生児1人につき5,000円
▶申請方法　 出生届の提出の際に、子ども未来

課で申請してください。すでに出
生届を提出された支給対象となる
方には、順次ご案内を送付します。
※県が実施するコバトンベビーギ
フト(1万円相当分のギフトボック
ス)の申請も併せてご案内します。

▶問い合わせ  同課手当給付グループ（内線262・
286・292）

協定を締結した（一財）地方自治体公民連携研究財団
藏田幸三代表理事（左）と行田市長

7月27日、一般財団法人地方自治体公民連携研究財団と「PPPに
よる行政サービス・改革手法の研究に関する協定」を締結しました。
　本市と同財団は本協定に基づき、本市における地域課題の解
決に向けた最適な公民連携のあり方について共に研究していく
こととしました。市では、同財団との共同研究を進めていく中
で得られた結果を基に、民間事業者などとの効果的な連携・推
進手法について検討を行っていきます。

▶問い合わせ 企画政策課公民連携グループ(内線310)

(一財)地方自治体公民連携研究財団と「PPP
による行政サービス・改革手法の研究に関
する協定」を締結しました

本丸児童公園に展示されている蒸気機関車

　マイナンバーカードの申請後、受け取りが可能な方
に「交付通知書」をお送りしています。マイナポイント
第2弾の申込期限の9月末が近づくと、カード交付窓口
の混雑が予想されますので、交付通知書が届いている
方はお早めに受け取りをお願いします。
　なお、9月は次のとおり拡大して交付を行いますので、
ご都合に合わせてご来庁ください。

●予約でのお受け取り
　 【平日および日曜日】午前8時45分～午後4時45分(正
午～午後1時15分を除く)

　※前日までに市民課へ予約してください。
　※ 9月12日㈫・14日㈭・26日㈫・28日㈭は午後7

時まで

●予約不要でのお受け取り
　 【平日】午前8時45分～午後4時45分(午前11時
45分～午後1時を除く)

　 【日曜日】午前8時30分～午後4時30分(午前11時
45分～午後1時を除く)

▶注　　意　・ いずれも9月17日㈰および土曜日、祝
日の実施はありません。

　　　　　　・ カード受け取りの順番は、予約の方が
優先となります。

　　　　　　・ 病気、身体の障害その他のやむを得な
い理由(高校生までの方、75歳以上の
方など)により代理受け取りを希望され
る場合は、事前に市民課へ相談するか
市ホームページで要件や持ち物の確認
をしてください。

▶そ の 他　 マイナポイントの申請支援窓口では、平
日の午前9時から午後4時40分まで受け
付けていますので、カード交付と併せて
手続きを希望される場合はご利用くださ
い。なお、9月29日㈮が支援窓口の開設
最終日となります。

▶問い合わせ  同課住基ネット・マイナンバーカードグ
ループ(内線247・249)

マイナンバーカードの受け取りはお早めに

　10月2日㈪(予定)から、パスポート発
給手数料のうち、埼玉県収入証紙により
支払う県の手数料(2,000円)について、
キャッシュレス(クレジットカード、電
子マネー、コード決済)での支払いが可能
になります。なお、令和6年1月からは、
埼玉県収入証紙が廃止され、原則として
キャッシュレス決済となります。

▶問い合わせ  市民課窓口グループ(内線
244）

10月からパスポート発給手数料の一部についてキャッシュレス決済が可能になります

申請区分 手数料
内　　　訳

収入印紙 埼玉県収入証紙

10年旅券 16,000円 14,000円 2,000円

5年旅券
(12歳未満)

11,000円
(6,000円)

9,000円
(4,000円)

2,000円
(2,000円)

残存期間同一 6,000円 4,000円 2,000円

※ 国の手数料の支払いについては、引き続き現金で収入印紙を購入する必要
がありますので、ご注意ください。

おうち子育て支援金を支給
します

蒸気機関車C5726号のお色直しプロジェクトを実施します
　本丸児童公園南側に展示している蒸気機関車C5726
号は、その美しい姿から「貴婦人」と呼ばれており、約
50年にわたって市内外の皆さんに親しまれてきました。
その間、地元の国鉄OBの方による清掃活動の他、市で
塗装を行ってきましたが、経年劣化による塗装の剥離
が著しく、抜本的な対策が必要な状態となっています。
この蒸気機関車を再び美しい姿によみがえらせるとと
もに、次の世代に引き継いでいくため、10月から再塗
装を実施します。
　なお、再塗装に係る経費は、既に企業版ふるさと納
税で寄付募集を行っている他、9月からクラウドファン
ディング型ふるさと納税で寄付募集を行います。クラ
ウドファンディング型ふるさと納税による寄付は、専
用ポータルサイト「ふるさとチョイス」で行うことがで
きますので、皆さんのご支援・ご協力をお願いします。

▶お色直し実施期間　10月～令和6年2月（予定）
▶ふるさとチョイスによる寄付募集期間　
　　　　　　9月4日㈪～ 12月2日㈯※90日間
▶特　　典　 ・ 寄付者のうち希望される方は、お色直

し（再塗装）体験ができます（希望者多数
の場合は抽選）。

　　　　　　 ・ 再塗装後の蒸気機関車のポストカード
を進呈します。

令和5年
住宅・土地統計調査
キャンペーンサイト
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▶日　　時　 10月4日～ 25日の毎週水曜日【全4回】
午前9時30分～午後4時30分

▶場　　所　産業文化会館2階会議室
▶内　　容　 介護の基本的な知識と介護業務に携わる

上で知っておくべき基本的な技術を学び
ます。また、最終日には市内介護施設の
担当者との相談会を行います。

▶対　　象　 市内で介護の仕事に携わりたい方で、4日
間の研修および介護就職デイ面接会に参
加できる方。詳しくは市ホームページを
ご確認ください。

▶定　　員　30人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 株式会社ソラスト教育事業部
　　　　　　営業課☎03―6865―0704

新型コロナワクチン令和5年秋開始接種(9月20日～ )のお知らせ
▶接種対象　初回接種を終了した生後6カ月以上の全ての方
▶使用するワクチン　
　　　　　　 オミクロンXBB.1系統の株に対応したワクチン※国の動向により変更となる場合があります。
　　　　　　最新情報は市ホームページでご確認ください。
▶接種券の送付　
　　　　　　 接種間隔を踏まえ順次郵送します。なお、未使用の接種券をお持ちの方はその接種券を使用してください。
▶接種会場　接種券などに同封されているチラシや市ホームページでご確認ください。
▶予約方法　 ①LINE、②インターネット、③電話（番号は、接種券などに同封されているチラシでご確認ください）の

いずれかです。詳しくは市ホームページや接種券などに同封されているチラシでご確認ください。なお、
接種券が届いた直後は電話がつながりにくくなります。しばらく時間をおいてからおかけ直しください。

▶問い合わせ ●接種時期・場所、接種券について
　　　　　　　行田市新型コロナワクチン接種コールセンター (相談センター )
　　　　　　　☎556―1115　
　　　　　　　受付時間：午前9時～午後5時(平日のみ)
　　　　　　●ワクチン接種後の副反応について
　　　　　　　埼玉県新型コロナワクチン接種の専門相談窓口
　　　　　　　☎0570―033―226(ナビダイヤル)　
　　　　　　　受付時間：24時間対応(土・日曜日、祝日も実施)
　　　　　　●その他、ワクチン接種について
　　　　　　　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　　　　　　　☎0120―761770(フリーダイヤル)　
　　　　　　　受付時間：午前9時～午後9時(土・日曜日、祝日も実施)

▶ワクチン全般の問い合わせ　
　　　　　　健康づくり課☎553―0053

　6月27日、熊谷市葛和田渡船場および群馬県邑楽郡
千代田町渡船場付近の利根川で、熊谷市消防本部、太
田市消防本部、館林地区消防組合消防本部との合同水
難救助訓練を実施しました。
　この訓練は利根川での水難事故発生に備え近隣消防
本部との連携強化を図り、安全かつ迅速な救助体制の
構築を目的としたもの。この日は、4署が連携した救助
艇、水上バイク、ドローンを使用した救出訓練を行い、
水難救助におけるさらなる連携強化を図りました。

▶問い合わせ 消防署北分署☎550―3119

4署合同水難救助訓練を実施しました

▶日　　時　9月19日㈫午後2時～ 3時30分
▶場　　所　長野公民館ホール
▶内　　容　 家族を介護していて大変だったこと、良かっ

たこと、今困っていることなどを参加者同士
で語り合いましょう。また、地域包括支援セ
ンター職員による個別相談も受け付けます。

▶対　　象　 家族を介護されている方、介護に興味・
関心のある方

▶定　　員　15人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶申し込み　 9月15日㈮までに電話で地域包括支援セ

ンター緑風苑☎557―3611
▶問い合わせ  高齢者福祉課地域包括ケアグループ
　　　　　　（内線278）

介護者教室「家族を介護する方の
交流会」を開催します

令和5年度行田市介護に関する
入門的研修を実施します

▶日　　時　10月3日㈫午前10時～ 11時30分
▶場　　所　南河原公民館ホール
▶内　　容　 口の機能低下（噛みにくい、口が渇く、時々む

せる）についての具体的な対処法を学びます。
▶対　　象　 家族を介護されている方、介護に興味・

関心のある方
▶定　　員　20人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶申し込み　 9月29日㈮までに電話で地域包括支援セ

ンターまきば園☎550―1777
▶問い合わせ  高齢者福祉課地域包括ケアグループ
　　　　　　（内線278）

救助艇や水上バイクなどを使用した救出訓練

　今年のハロウィンジャンボ宝くじは、1等・前後賞合
わせて5億円です。さらにハロウィンジャンボミニが同
時発売されます。この宝くじの収益金は市町村の明る
いまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の
福祉向上のために使われます。

ハロウィンジャンボ宝くじ
1等………3億円×12本
前後賞各… 1億円×24本（発売総額360億円・12ユニッ

トの場合）

ハロウィンジャンボミニ
1等………3,000万円×50本
前後賞各… 1,000万円×100本（発売総額150億円・5

ユニットの場合）

▶発売期間　9月20日㈬～ 10月20日㈮
▶発売場所　 全国の宝くじ売場、宝くじ公式サイト
　　　　　　(https://www.takarakuji-official.jp/)
▶抽 選 日　10月27日㈮
▶問い合わせ  (公財)埼玉県市町村振興協会☎048―

822―5004

ハロウィンジャンボ宝くじを発売します

お求めは県内の
宝くじ売り場で！

　交通事故や傷害事件など第三者(加害者)の行為が原
因で負傷したり、病気になったりすることは、第三者
の行為による傷病とされています。このような場合も、
国民健康保険、後期高齢者医療制度の保険証を使用し
て治療を受けることができます。また、被害者に過失
がない限り、原則として加害者が医療費を負担するこ
とになります。
　このため、保険証を使用して治療を受ける場合は、
必ず保険年金課へ届け出をしてください。届け出がな
い場合、市から加害者へ治療費を請求できず、保険制
度から医療費が支払われたままになってしまいます。
　ただし、自己の故意の犯罪行為(飲酒運転による事故
など)によるものなどは、国民健康保険、後期高齢者医
療制度から医療費を給付できない場合があります。

▶届け出に必要なもの
　・ 国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被

保険者証
　・ 印鑑
　・ 交通事故証明書
▶問い合わせ 同課(内線272・227)

国民健康保険・後期高齢者医療制度
からのお願い
交通事故にあったら届け出を

　平成29年12月に国連総会において、毎年9月23日
を「手話言語の国際デー」とすることが決議されました。
これは「手話言語が音声言語と対等であることを認め、
ろう者の人権が完全に保障されるよう国連加盟国すべ
てにおいて手話言語についての認識を高める手段を講
じることを促進する」ことを目的としたものです。
　市では、「手話は言語である」との認識に立ち、ろう者
への理解を深め、相互に人格と個性を尊重し、安心し
て幸せに暮らすことができる共生社会の実現を目指し、
平成29年12月に手話言語条例を制定しました。
　このたび、手話言語の国際デーに合わせ、忍城のブ
ルーライトアップを行います。ライトアップされた忍
城の写真や動画などをSNSにアップするなどし、広く
周知をお願いします。

▶日　　時　9月23日㈯日没～午後10時
▶問い合わせ 福祉課障がい福祉グループ(内線266)

「手話言語の国際デー」忍城ライト
アップを行います

クーちゃん

介護者教室「元気なお口づくり」を
開催します

市ホームページ
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　市では、行田市都市計画マスタープランに掲げる「水
と緑と歴史のまちにふさわしい景観の形成」「良好な市
街地景観の形成」の実現を目指すとともに、行田らしい
良好な景観形成を推進するため、行田市景観計画を策
定します。
　このたび、行田市景観計画策定委員会の委員を、次
のとおり募集します。

▶応募資格　�満18歳以上で、市内に在住または在勤し
ており、平日昼間に開催する会議に出席
できる方。ただし、次に該当する方は応
募できません。

　　　　　　⑴�応募日現在、本市の協議会や審議会な
どの委員になっている方

　　　　　　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任　　期　委任した日から令和7年3月まで(予定)
▶開催回数　令和5年度2回、令和6年度2回(予定)
▶応募方法　�住所、氏名、年齢、職業、電話番号、市

の都市計画や景観に関する考えなど(400
字程度)を記載したもの(様式自由)を、9
月29日㈮(必着)までに持参、郵送または
Eメールのいずれかの方法により提出して
ください。

　　　　　　�【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸
2―20 行田市都市計画課

　　　　　　【Eメール】toshi@city.gyoda.lg.jp
▶選考方法　�書類選考の上決定し、結果は応募者全員

に通知します。
▶そ の 他　�提出された書類は返却しませんのでご了

承ください。

行田市の景観に関するアンケート調査にご協力ください
　市では、市民の皆さんの景観に対する考えなどを「行
田市景観計画」に反映させるため、市民アンケートを実
施します。

▶実施方法　�無作為に抽出した市民1,500人にアンケー
トを郵送

▶問い合わせ　同課計画グループ(内線5606)

景観計画策定委員会の委員を募集します

下水道事業運営審議会の委員を募集します
　市では、下水道事業の運営に関して、市民の皆さん
からの意見を施策に反映させるため、行田市下水道事
業運営審議会の委員を募集します。

▶応募資格　次の要件を全て満たす方
　　　　　　・�市内に1年以上住民登録し、下水道整備

区域に住んでいる方
　　　　　　・�満20歳以上で平日昼間の会議(年2回

程度)に出席できる方
　　　　　　ただし、次に該当する方は応募できません。
　　　　　　⑴�応募日現在、本市の他の審議会などの委員

の職にある方
　　　　　　⑵市職員および市議会議員

▶募集人数　3人
▶任　　期　委嘱した日から2年間
▶応募方法　�下水道課で配布している応募用紙(市ホーム

ページからダウンロード可)に必要事項を記入
の上、9月29日㈮までに持参、郵送、Eメー
ルのいずれかの方法により提出してください。

　　　　　　�【持参・郵送】〒361―0038 行田市前谷
1―1 行田市下水道課

　　　　　　【Eメール】gesui@city.gyoda.lg.jp
▶選考方法　�書類審査の上決定し、結果は応募者全員

に通知します。
▶問い合わせ　同課業務グループ☎564―0303

　行田市環境基本計画とは、本市の環境の保全および
創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため
の基本的な計画です。
　現在の本計画の期間が令和5年度までのため、令和6
年度からの10年間を計画期間とする、新たな行田市環
境基本計画を策定しています。
　このたび、計画案がまとまりましたので、皆さんの
ご意見を次のとおり募集します。

▶募集期間　9月6日㈬～ 10月5日㈭
▶閲覧場所　�環境課、市役所市政情報コーナー、南河

原支所※市ホームページで閲覧可
▶意見の提出が可能な方　次のいずれかに該当する方
　　　　　　・市内在住の方
　　　　　　・市内で事業を行っている方または団体など
　　　　　　・市内在勤、在学の方
　　　　　　・�本市に対して納税義務を有する方また

は団体など
　　　　　　・�その他、当該計画に対して利害関係を

有する方または団体など
▶�意見の提出方法　
　　　　　　�住所、氏名、電話番号を明記の上(様式自

由)、持参、郵送、Eメール、FAXのいず
れかの方法により提出してください。

　　　　　　�【持参・郵送】〒361―0031 行田市緑町
13―12 行田市環境課

　　　　　　�【Eメール】kankyo-seisaku@city.gyoda.lg.jp
　　　　　　【FAX】553―0792
▶そ の 他　・電話や口頭での受け付けは行いません。
　　　　　　・�頂いた意見に対する個別の回答はしま

せん。
　　　　　　・�個人を特定できないように編集し、概

要を市ホームページで公表します。
　　　　　　・�意見に基づいて計画を修正した場合は、

その内容を公表します。
▶問い合わせ　環境課☎556―9530

第3次行田市環境基本計画(案)に
対する市民意見を募集します

住民票の一部の写しの閲覧者を公表します

　令和4年度に住民票の一部の写しの閲覧を許可したものを公表します。

・住民基本台帳法第11条第1項によるもの…2件

申請者 閲覧事項の利用目的 閲覧年月日 請求に関する住民の範囲

埼玉県産業廃棄物指導課 産業廃棄物処理業許可の審査 令和4年11月28日 大字堤根

埼玉県産業廃棄物指導課 産業廃棄物処理業許可の審査 令和5年1月25日 佐間、大字長野

申請者（受託者） 閲覧事項の利用目的 閲覧年月日 請求に関する住民の範囲

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　杉原領治 生活意識に関するアンケート調査 令和4年5月25日 大字持田

㈱タイム・エージェント　埼玉営業所
営業所長　鎌田孝次 令和4年度県民満足度調査 令和4年5月30日 大字長野、棚田町1丁目

㈱サーベイリサーチセンター　
代表取締役　藤澤士朗 令和4年度埼玉県政世論調査 令和4年6月14日 矢場2丁目、門井町3丁目

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

人権擁護に関する世論調査(附帯調
査：たばこ対策) 令和4年7月6日 大字小見

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦 外交に関する世論調査 令和4年8月31日 棚田町1丁目

一般社団法人新情報センター
事務局長　山本恭久 令和4年度消費者意識基本調査 令和4年9月7日 長野1丁目

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦 国民生活に関する世論調査 令和4年9月8日 壱里山町

㈱サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士郎

孤独・孤立の実態把握のための全
国調査 令和4年9月28日 谷郷1丁目

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦

自衛隊・防衛問題に関する世論調
査(附帯調査：アイヌに対する理解
度に関する世論調査)

令和4年10月20日 天満

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦 テレビ視聴に関する調査 令和4年11月17日 藤原町1丁目

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦 令和4年度国語に関する世論調査 令和4年11月17日 緑町

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　杉原領治 生活意識に関するアンケート調査 令和4年12月6日 城西5丁目、城南、大字須加

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　杉原領治

現代日本の文化と不平等に関する
社会学的研究 令和4年12月6日 長野4～5丁目

㈱サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士郎

埼玉県人々のつながりに関する基
礎調査 令和4年12月8日 大字須加

一般社団法人中央調査社
会長　境克彦 生活と社会・情報についての意識 令和4年12月21日 長野1丁目

・住民基本台帳法第11条の2第1項によるもの…15件

▶問い合わせ　市民課窓口グループ(内線244)
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行政のお知らせ

談相種各 （9月15日～10月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

9月26日㈫ ※予約は9月1日㈮から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

10月12日㈭ ※予約は9月15日㈮から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 9月25日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

結婚相談 コミュニティセンター
みずしろ 10月8日㈰ 午前10時～正午

NPO法人　行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 庁舎西側車庫上
北会議室 9月20日㈬ 午前9時～ 11時30分

公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 10月11日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

人権 きっずプラザあおい 10月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
(内線 221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 税務課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月3日㈫　 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131
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さしあげます

ゆずってください

▷応接用テーブル　▷植木鉢　▷食器棚　▷ソファ　▷CDプレ
イヤー　▷机　▷苗箱　▷パイプベッド　▷防犯用電話自動応答
録音アダプター　▷乗馬マシン　▷エコバッグ　▷壁掛用ヘアド
ライヤー　▷洋服用＆手芸用生地　▷ローラーボール　▷ベビー
ベッド　▷動力ミシン（三相）

▷キャリーケース　▷花壇用レンガ　▷子ども用三輪車　▷自転車
（大人用）　▷自転車（小学生低学年用）　▷シルバーカー（電動）　▷
パラソル　▷睡蓮鉢　▷小型車椅子　▷工業用ミシン　▷着付用練
習ボディ　▷扇風機　▷高枝切りばさみ　▷テレビ　▷トースター　
▷ビデオデッキ　▷ロックミシン　▷血圧計　▷二眼レフカメラ

不
用
品
情
報（
無
料
）

納期のお知らせ(9月分)　
普通徴収(納付書や口座振替で納めていただく方)

・固定資産税・都市計画税・・・・・・・・・・3期
・国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・3期
・後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・3期
・介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・3期

納期限　10月2日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振
替をご利用ください。

・納付の相談は随時窓口で実施しています。

▶問い合わせ　税務課(内線236・237)

　小針クリーンセンターでは、焼却施設の補修を予定
しています。9月4日㈪～ 15日㈮は燃やせるごみの直
接搬入はできませんので、ご注意ください。

▶問い合わせ 彩北広域清掃組合☎559―3641

▶日　　時　 9月15日㈮午後1時～ 4時(受け付けは正
午～午後3時30分) 

▶場　　所　 大宮ソニックシティビル4階市民ホール
(さいたま市大宮区桜木町1―7―5)

▶対　　象　 2024年3月大学・短大・専門学校を卒業
予定および既卒3年以内の方

▶参 加 料　無料
▶持 ち 物　 履歴書(複数枚)※会場でコピー可　
▶そ の 他　 参加企業名は9月1日㈮から埼玉県雇用対

策協議会ホームページに掲載します。参
加企業の求人情報冊子(参加企業一覧)を
来場者全員に配布します。予約不要、入
退場自由です。

▶問い合わせ  埼玉県雇用対策協議会☎048―647―
4185

2023年度 第3次求人企業
合同面接会

　埼玉県公労使会議では、7月から11月までを「働き方
改革推進期間」とし、長時間労働の是正などに取り組み、
企業や団体などに対し、次のことを呼び掛けています。
・ 期間中、毎月第1・第3水曜日を「県内一斉ノー残業デー」
とし、定時退社を実施しましょう。
・ 期間中、5日間以上の年次有給休暇を取得しましょう。
・ 取引先との関係が長時間労働の原因とならないよう、
他社への発注の際には「短納期発注や急な仕様変更な
ど」による「しわ寄せ」を生じさせないようにしましょ
う。

▶問い合わせ  県多様な働き方推進課☎048―830―
3963

▶日　　時　 10月7日㈯午前10時～午後1時(受け付
けは午後0時30分まで)　

▶ 場　　所　商工センター 2階パブリックホール
▶ 内　　容　弁護士が法律相談に応じます。
▶ 主　　催　埼玉弁護士会熊谷支部
▶ そ の 他　予約不要。マスクを着用してください。
▶ 問い合わせ 同会熊谷支部☎521―0844

法の日無料法律相談会

燃やせるごみの直接搬入を一時中止
します

7月から11月は働き方改革推進期間
です

　自動車安全運転センターでは、さらなる安全運転意
識と事故・違反の抑止効果の向上を目指していただく
ために、運転記録証明書の活用を勧めています。
　また、運転記録証明書の他、運転者の求めに応じて、
無事故・無違反、累積点数など、運転経歴の各種証明
書も発行しています。
　詳しくは「自動車安全運転センター」
ホームページをご確認ください。

▶問い合わせ 同センター埼玉県事務所
　　　　　　☎541―2411

ご活用ください　運転記録証明書
▶日　　時　 10月4日㈬午前10時～午後4時(受け付

けは午後3時30分まで)
▶場　　所　熊谷市立商工会館(熊谷市宮町2―39)
▶内　　容　 調停委員が夫婦関係の悩み、婚姻費用分担、

養育費、慰謝料、相続、近隣トラブルなど
の相談を受け調停手続きの案内をします。
※裁判・調停中の事件の相談は不可

▶主　　催　(公財)日本調停協会連合会、熊谷調停協会
▶そ の 他　 予約不要
▶問い合わせ 調停手続相談会事務局☎048―865―7630
　　　　　　 (月・水・金曜日の午前10時～午後4時)

無料調停手続相談会

▶日　　時　10月7日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　 八木橋百貨店1階正面入り口(熊谷市仲町

74)
▶内　　容　 不動産鑑定士が不動産の価格などの相談

に応じます。
▶問い合わせ  公益社団法人埼玉県不動産鑑定士協会☎

048―789―6000　

不動産無料相談会
▶日　　時　 10月15日㈰午前10時30分～午後2時30分
▶場　　所　 八木橋百貨店7階カトレア教室(熊谷市仲

町74)
▶相談内容　 司法書士の業務に関する法律相談(登記手

続き、供託手続き、訴訟手続き、簡裁訴
訟代理関係業務、成年後見業務、その他
司法書士業務全般)

▶主　　催　埼玉司法書士会熊谷支部
▶問い合わせ  同会熊谷支部☎521―2269(菅原司法書

士事務所内)

司法書士無料法律相談
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在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　9月25日㈪午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 9月12日㈫午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護者

のみの参加可）

離乳食(後期)教室(要申し込み)
日　　時　 9月13日㈬午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 9～11カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6カ

月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ

んで、前住所地で受診していない方は健康
づくり課にご連絡ください。

子どもの健康

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）

10月はピンクリボン月間です

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

9月17日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

9月18日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111

9月23日（土) 壮幸会行田総合病院 552―1111

9月24日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月 1日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月 8日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月 9日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

　乳がん撲滅に向けた運動の一環として忍城をピンク
色にライトアップします。
期　　間　10月1日㈰～ 31日㈫
時　　間　日没～午後10時

場　　所　 行田中央総合病院健康管理センター (富士
見町2―17―17)

検査内容　マンモグラフィー検査・子宮頸がん検診
検査費用　①  クーポン券をお持ちの方(5月末配布済

み)無料
　　　　　　 ・ 乳がん(昭和57年4月2日～昭和58

年4月1日生まれの方)
　　　　　　 ・ 子宮頸がん(平成14年4月2日～平

成15年4月1日生まれの方)
　　　　　② 市のがん検診対象の方
　　　　　　 ・ 乳がん(健康づくり課に予約済みでピ

ンク色案内はがきがある方)800円
　　　　　　 ・ 子宮頸がん(クーポン券をお持ちでな

い20歳以上の方)800円
　　　　　③ ①、②以外の方
　　　　　　 ・ 乳がん5,500円
　　　　　　 ・ 子宮頸がん3,300円
申し込み　 電話で同病院☎553―2426(受付時間：

月～金曜日は午前9時～午後5時、土曜日
は午前9時～正午)　　　

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

親子の歯科健診・ヤング歯科健診
日　　時　 9月21日㈭午前9時30分～10時30分(15

分ごとの予約制)
場　　所　保健センター
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌

の確認(希望者のみ)
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　① 就学前のお子さんとその保護者(健診は

保護者のみでも可)

子どもの健康

10月はピンクリボン月間です

在宅医療窓口

休日急患診療

親子の歯科健診・ヤング歯科健診

 #7119（365日24時間対応）

　　　　　②20～ 39歳の方
　　　　　※健診は、同一年度内1回の受診となります。
定　　員　25人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　乳幼児は母子健康手帳
申し込み　 9月15日㈮までに直接または電話で健康

づくり課

9月10日～16日は自殺予防週間です
　自殺に追い込まれるという危機は、誰にでも起こり
得るものです。最近は、新型コロナウイルス感染症拡
大により人との接触機会が減ってしまい、悩みを抱え
やすくなったり、孤独を感じたりと、「心」が疲れてし
まうことが多くあります。
　心が疲れるとは、不安やイライラを抱えたり、眠り
にくくなったり、否定的なことばかりを考えてしまう
状態をいいます。心が疲れていると感じた時は、休ん
だり、誰かに助けを求めたりすることが大切です。自
分や大切な人のメンタルヘルスにもう一度目を向けて
みましょう。

心のストレスを感じたら
・ 決まった時間に寝る、食べる、着替える、ストレッ
チをするなど、毎日の基本的な生活リズムを崩さな
いように心掛けましょう。

・ 心配事や不安に思っていることを
書き出してみましょう。

・ 友人や親族などとの会話で気持ちを
伝えてみましょう。

9月10日～16日は自殺予防週間です
・ 仕事をされている方は、「職場のストレスセルフ
チェック」などを活用し、自分のストレスの具合を
確認してみましょう。

身近な相談窓口
・＃いのちSOS☎0120―061―338
・よりそいホットライン☎0120―279―338
・ いのちの電話☎0570―783―556（午前10時～午
後10時）
　 ☎0120―783―556（毎月10日　午後8時～翌午
前8時）
・ こころの健康相談統一ダイヤル☎0570―064―
556
・ こころの相談（健康づくり課）☎048―553―
0053（平日午前8時30分～午後5時15分）

こども向
む
け相
そうだん
談窓
まどぐち
口（18歳

さい
まで）

・ チャイルドライン☎0120―99
―7777（午

ご ご
後4

よ
時
じ
～ 9

く
時
じ
）

・ こどものSOSの相
そうだん
談窓
まどぐち
口☎0120

―0―7
なやみいおう
8310

　令和6年4月1日から、相続により不動産を取
得した相続人は、その取得を知った日から3年以
内に相続登記の申請をしなければならなくなりま
す。なお、相続登記の申請の義務化は、令和6年
4月1日より前に亡くなった方の相続についても
対象になります。
　正当な理由がなく義務に違反した場合は、10万
円以下の過料が科される可能性があります。

ご存じですか　自筆証書遺言書保管制度
　自筆証書遺言書を作成した本人が、法務局に遺
言書の保管を申請できる制度です。この制度を利
用すると、遺言書の紛失、改ざんなどを防止でき
る他、家庭裁判所の検認手続きも不要となります。

▶問い合わせ  さいたま地方法務局熊谷支局☎524
―8805

　県では、動物の愛護及び管理に関する法律第38条および「埼
玉県動物の愛護及び管理に関する条例」17条の3の規定に基づき、
動物の愛護や正しい飼い方に関する知識情報などの普及啓発に
ボランティアとして積極的・自主的にご協力してくださる「彩の
国動物愛護推進員」を募集します。

▶募集期間　9月1日㈮～ 11月30日㈭
▶活動内容　・ 動物の愛護と適正な飼養･管理の重要性につい

て、地域住民の理解を深めるための啓発活動
　　　　　　・ 地域住民の求めに応じた、繁殖制限措置に関す

る助言や譲渡仲介の支援など
　　　　　　・ 動物の愛護と適正飼養を推進するため県が行う

施策への協力
　　　　　　・ その他、動物の愛護と適正な飼養の推進のため

県が必要と認めること
▶申し込み　加須保健所で配布している募集要領をご覧ください。
▶問い合わせ 県生活衛生課☎048―830―3612

彩の国動物愛護推進員を募集します相続登記の申請が義務化され
ます

10月15日㈰に乳がん検診・子宮頸がん検診を
実施します

こころの耳 こどものSOSの
相談窓口
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俳
句

緑
町

松
林
　
真
弓

幸
せ
と
云
へ
ば
さ
う
か
も
茄
子
漬
か
る

持
田

小
倉
　
繁
三

妻
入
院
ど
う
す
る
食
事
梅
雨
籠
り

門
井
町

宮
田
　
淑
尚

も
う
誰
の
お
咎
め
も
な
き
昼
寝
か
な

藤
原
町

斎
藤
雄
次
郎

孟
蘭
盆
や
父
の
背
中
の
灸
跡

佐
間

西
岡
　
備
中

石
と
な
る
坐
禅
の
足
や
蝉
し
ぐ
れ

長
野

矢
内
は
る
子

長
き
夜
や
常
夜
燈
あ
る
宿
場
町

谷
郷

森
　
　
洋
子

現
し
世
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す
夏
の
月

長
野

牧
　
　
　
努

は
た
た
神
天
の
大
岩
こ
ろ
が
し
つ

城
西

榊
原
し
ず
か

郭
公
に
合
い
の
手
入
れ
る
烏
か
な

○
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
末
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て

掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

矢
場

島
田
　
健
治

油
照
ガ
ン
グ
リ
オ
ン
の
指
な
が
め

荒
木

藤
田
　
栄
之

人
に
過
去
あ
り
万
緑
に
未
来
あ
り

富
士
見
町

野
口
　
勇
作

痛
風
は
贅
の
報
い
や
団
扇
風

持
田

園
部
　
一
歩

眠
れ
ぬ
夜
わ
れ
に
つ
き
合
う
金
魚
か
な

下
須
戸

木
戸
　
八
重

新
蕎
麦
に
英
気
養
う
昼
餉
か
な

忍

岡
村
　
青
苔

シ
ン
ク
ロ
や
一
糸
乱
れ
ぬ
水
中
花

旭
町

大
川
　
恵
子

雷
鳴
に
愛
猫
怯
え
ま
る
く
な
る

桜
町

伊
藤
　
直
美

メ
モ
を
手
に
若
き
語
部
原
爆
忌

忍

伊
藤
　
誠
一

来
客
に
餌
の
お
ね
だ
り
す
る
金
魚

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

図書館
開館時間：午前9時～午後7時

休館日：9月4日㈪・11日㈪・19日㈫・25日㈪~
　　　　　　　29日㈮、10月2日㈪・10日㈫
※休館日の図書の返却はブックポストをご利用ください。

URL：https://www.lib-gyoda-saitama.jp

ぎょうだ電子図書館　おすすめ本
ぎょうだ電子図書館：https://web.d-library.jp/gyoda/　

・おやすみ★わくわくかげええほん　
　森のえほん館編集部/作  マォ /絵
・できる人の褒め方 
ー褒めることで必ずあなたが認められる!ー 自己啓発研究会/著   
・ Fate/strange Fake 1  TYPE-MOON/原作  成田良悟/著  
森井しづき/イラスト

＜一般＞・市内小中学生のおすすめ本
＜児童＞・防災月間
　　　　　※特集は告知なく変更となる場合があります。

　絵本を読み聞かせたり、歌に合わせて手遊びをしたりして健
やかな親子のコミュニケーションを育みませんか。子育ての不
安や楽しさを分かち合う場として、ぜひご参加ください。

▶日　　時　10月13日㈮午前10時30分～ 11時45分
▶場　　所　中央公民館レクリエーション室
▶内　　容　・ 絵本の読み聞かせ、歌遊び、わらべ歌などを親

子で楽しむ。
　　　　　　・ 絵本の遊び方や与え方について学ぶ。
　　　　　　・ 子育ての不安や疑問など講師を交えてグループ

トークを行う。
▶講　　師　 島田ユミ子さん、平井直美さん、小河原裕子さん(埼

玉県家庭教育アドバイザー )
▶対　　象　乳幼児とその保護者
▶定　　員　10組(先着順)
▶参 加 費　無料
▶申し込み　 二次元コードによる電子申請、直接、電話のいず

れかの方法により図書館

うたってあそんでわくわく　親子の絵本講座(秋の巻)

今月のテーマ展示

　図書館で所蔵している資料があるべき場所に収
まっているかを確認し、行方不明などの資料がな
いか点検する作業や、通常の館内整理日にはでき
ない大掛かりな書架の整理を実施するため、次の
期間は休館します。返却資料がある場合には、ブッ
クポストをご利用ください。

▶休館期間　9月25日㈪～ 29日㈮

特別整理期間(蔵書点検)に伴う休館

定例イベント  ✿図書館で楽しいひとときを✿

図書館シネマ
倶楽部

9月24日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

カモンカモン（邦画：108分）
監督・脚本：マイク・ミルズ
出演：ホアキン・フェニックス 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員 「みらい」
映像ホール

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティア
による
おはなし会

9月17日㈰ 午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

9月23日㈯ 午前11時 おはなしタンバリン

10月7日㈯ 午後2時 おはなしの会

10月14日㈯ 午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会 9月20日㈬、10月11日㈬
午前10時30分 絵本、手遊び、エプロンシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員

図書館
ミーティングルーム

ぴよぴよおはなし会 10月1日㈰ 午後2時 絵本、紙芝居、素話(ストーリーテ
リング)など 4歳児ぐらい～小学生

図書館
おはなしの
へや

こっこおはなし会 9月16日㈯ 午後2時 絵本の読み聞かせ、工作、折り紙
など 小学生

英語であそぼう 9月17日㈰ 午前11時 英語の歌遊びや絵本の読み聞かせ
幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 10月8日㈰ 午後2時 銀河鉄道の夜  ～藤城清治影絵劇～ 図書館職員

ブックスタート 10月4日㈬ 
午前10時～正午の間 絵本の読み聞かせや育児相談など

市内在住の2カ月以上
1歳未満のお子さんと
その保護者

NPO法人子育て
ネット行田

図書館
ミーティング
ルーム

佐間3―24―7(「みらい」内)　TEL：556―4227　FAX：555―3770　ホームページ：https://ｗｗｗ.lib-gyoda-saitama.jp

　
今
月
は
、
谷
故
橋
付
近
で
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
野

菜
直
売
所
「
み
ん
な
の
や
さ
い
畑
」
を
開
設
し
た
小
林
英

雄
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

30
年
ほ
ど
前
か
ら
趣
味
で
野
菜
を
育
て
て
い
る
小
林
さ

ん
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
た
こ
と
や
地
域
の
高
齢

化
が
進
み
、
遠
く
ま
で
外
出
で
き
な
い
人
が
増
え
る
中
、

畑
の
前
の
道
を
通
る
近
所
の
方
に
野
菜
を
売
っ
て
ほ
し
い

と
お
願
い
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
3
年
前
に

畑
の
一
角
で
野
菜
直
売
所
「
み
ん
な
の
や
さ
い
畑
」
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
直
売
所
は
小
林
さ
ん
が
育
て
た
な
す
や

き
ゅ
う
り
な
ど
10
種
類
以
上
の
野
菜
を
「
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
て
１
０
０
円
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
以
外
の
午
前
６
時
か
ら
正
午
ま

で
開
い
て
お
り
、
一
日
に
お
よ
そ
10
人
か
ら
20
人
、
高
齢

者
だ
け
で
な
く
通
り
が
か
り
の
人
や
、
市
外
の
人
、
外
国

人
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
直
売
所
前
の
道
を
散
歩
道
と
し
て
利
用
し
て
い
る
人
が

多
く
、
小
林
さ
ん
は
「
散
歩
の
途
中
で
一
休
み
し
て
ほ
し

い
。
野
菜
を
買
っ
て
も
ら
う
の
は
二
の
次
で
す
」
と
直
売

所
に
ベ
ン
チ
や
飲
み
物
な
ど
を
設
置
し
、
休
憩
所
や
交
流

の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
販
売
時

間
外
に
小
林
さ
ん
を
尋
ね
る
人
も
お
り
野
菜
の
育
て
方
を

聞
い
た
り
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
野
菜
を
育
て
た
人
か
ら
は
、
良
く

実
り
、
お
い
し
い
と
好
評
で
す
。
ま
た
、
直
売
所
を
利
用

す
る
方
か
ら
新
し
い
苗
や
、
テ
ン
ト
な
ど
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
小
林
さ
ん
は
「
来
て
く
れ
る
人
が
協
力
し

て
く
だ
さ
り
、
こ
の
場
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
る
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
直
売
所
の
よ
う
な
場
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活
性
化
さ
れ
、
住
民
同
士
の
助
け

合
い
や
支
え
合
い
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と

語
る
小
林
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
小
林
さ
ん
は
「
地
域
の
担

い
手
」
と
し
て
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

行田人ぎょうだじん

いき いき

野
菜
直
売
所
を
地
域
の
交
流
の
場
に

小
林
　
英
雄
さ
ん
（
栄
町
・
78
歳
）

や
け
ど
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8
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5
SAT

8
16

WED

8
3
THU

7月26日・27日、8月2日・３日に図書館おはなしのへ
やで「おじいちゃん おばあちゃんのたまてばこ」が開催さ
れました。
これは世代間交流を目的に、ボランティア活動をしてい
る方々を講師として、子供たちに工作や昔の遊びを経験し
てもらおうと4回にわたり行われたもの。8月3日は島田
ユミ子さんと馬場恵喜子さんによるお手玉やあやとりなど
の体験が行われ、子供たちは世代を超えた遊びに夢中に
なって楽しんでいました。

本市の夏の風物詩「三方領知替200年 行
田市・桑名市・白河市友好都市締結25周年

記念 第30回市民祭 行田浮き城まつり」
が開催されました。
コロナ禍で4年ぶりに催されることと
なったこの祭りを盛り上げようと、多くの
団体がイベントに参加。30日に行われた
「だんべ踊り」では、各参加連が趣向を
凝らした衣装を身にまとい、エネルギッ
シュな踊りを披露しました。
そして、祭りはクライマックスの「山車
のたたき合い」へ。5台の山車がメーンス
テージ前の交差点に集結し、威勢の良い
掛け声を上げながら競うように太鼓を打
ち鳴らしました。その迫力と熱気に、会
場を埋め尽くした観客から歓声と拍手が
沸き起こりました。

行田市駅北側の忍川翔栄橋周辺で「とうろう流し納涼大
会」が行われました。
この催しは、亡くなった方を弔うとともに平和への願い
を込めた灯籠を川へ流すもの。参加者らが放った灯籠によ
り川面がオレンジ色の柔らかい光に照らされ、訪れた人た
ちは、その幻想的な光景をいつまでも眺めていました。

8月5日・6日・11日・12日の4日間、中央公民館で
令和5年度夏休み伝統文化体験教室が行われました。
11日は、「はじめての茶道教室」が開かれ、小学3～ 6
年生の児童ら29人が参加。行田市茶道連盟の加藤洋子さ
んから茶道の歴史や道具の説明を聞いた後、ふすまの開
け方や閉め方などの礼儀作法を学びました。子供たちは道
具の使い方に苦心しながらも、上手に茶せんを使ってお茶
をたてていました。

消防本部などを会場に夏休み一日消防士体験が行われ
ました。
この催しは、消防士の各種業務や訓練を体験することに
より火災予防に関する意識高揚と応急手当の普及啓発を
目的に実施したもの。参加した小学4～ 6年生77人は、
消防職員の説明を受けながら、放水訓練や防火衣着装訓
練などを体験しました。救助訓練では、本番さながらにヘ
ルメットや手袋、ハーネスなどの防護具を装着した子供た
ちが、真剣な表情で素早くロープを渡りました。

NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワークによる「日本遺産
のまち足袋蔵昔体験セミナー」が開催されました。
このイベントに、小学4～ 6年生の16人が参加し、日
本遺産の構成資産である牧禎舎などで昔の遊びや生活様
式の学習、ものづくり体験などを行いました。うどん打ち
体験では、子供たちが忠次郎蔵の方の指導を受けながら
生地を伸ばし、丁寧に切った後、ゆで上がったうどんをお
いしそうに食べていました。

図書館ミーティングルームで、0歳から3歳ぐらいまで
のお子さんを対象とした「たまごおはなし会」が開催され
ました。
絵本の読み聞かせや歌遊び、エプロンシアターが行わ

れたこのイベントに親子16組が参加。この日は行田市長が
「おめんです」など人気絵本の読み聞かせを行い、子供た
ちに本を読むことの楽しさを伝えていました。

とうろう流し納涼大会 夏休み伝統文化体験教室

夏休み一日消防士体験

足袋蔵昔体験セミナー
たまごおはなし会

おじいちゃん おばあちゃん
のたまてばこ

市民祭 行田浮き城まつり
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イベントイベント

▶�日時　10月7日㈯午後6時30分
打ち上げ予定（午後5時受け付け
開始）※雨天の場合中止
▶�場所　水城公園（受け付けはコ
ミュニティセンターみずしろ）
▶�内容　ライトアップイベント「希
望の光」の特別企画として、願い
を込めてスカイランタン®を夜空へ
打ち上げる。
▶�対象　市内在住・在勤・在学の方
▶�定員　100人（先着順）
▶�費用　3,000円（ランタン1基）
　※�ランタン1基につき、4人まで

付き添い可
▶�主催　行田市、一般社団法人行田
おもてなし観光局
▶�その他　開催の可否は当日午前8
時に行田市観光NAVIホームペー
ジで発表します。
▶�申申　行田市観光NAVIホームページ�
（https://gyoda-kankoukyoukai.
jp/tourshop/）から申し込みくだ
さい。
▶�問　一般社団法人行田おもてなし
観光局☎577―8442

▶�日時　10月8日㈰午前9時30分
～午後2時
▶�場所　水城公園市民広場※雨天の
場合はコミュニティセンターみず
しろ
▶�内容　クラフトづくりやバルーン
アート、スタンプラリーなど
▶�主催　青少年育成行田市民会議
▶�主管　浮き城のまち行田こどもま
つり実行委員会
▶�後援　行田市教育委員会
▶�問　生涯学習スポーツ課☎556
―8319

足袋蔵のまち
行田スカイランタン®まつり

第31回浮き城のまち
行田こどもまつり

▶�日時　10月1日㈰午前9時30分
開演
▶�場所　産業文化会館ホール
▶�内容　舞踊、邦楽、歌、着物ショー
など
▶�入場料　無料
▶�主催　郷土芸能市民のつどい実行
委員会
▶�共催　（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団
▶�後援　行田市
▶�問　根津☎556―7605

▶�日時　10月21日㈯・22日㈰午前
10時～午後4時
▶�場所　テクノ・ホルティ園芸専門
学校（埼玉4758）
▶�内容　花苗、野菜、グリーンイン
テリア、切り花、アレンジメント、
手作り雑貨などの販売、インドア
ガーデンや室内フラワー装飾の展
示、フラワーコーディネートコース
の学生によるフラワーショー
▶�問　同校☎559―1187（午前9
時～午後4時）

▶�日時　10月1日㈰午前10時～午
後1時
▶�場所　行田協立診療所駐車場（本
丸18―3）※雨天の場合は診療所
屋内
▶�内容　ステージ演奏、ダンス、出
店、キッチンカー、健康チェック、忍
城おもてなし甲冑隊による演舞他
▶�入場料　無料
▶�主催　医療生協さいたま利根北地
区、同診療所、ケアセンターさき
たま
▶�問　同診療所☎556―6755

令和5年度県民の日協賛
郷土芸能市民のつどい

テクノ・ホルティ園芸専門学校
文花祭

70周年健康まつり

　市内には現在、6つの地域で獅子
舞が継承され、県・市の無形民俗文
化財に指定されています。地域の歴
史を伝える貴重な民俗芸能の演舞を
ご覧ください。
野の獅子舞
▶�日時　10月29日㈰午前9時30分
▶�場所　野の久伊豆神社、諏訪神
社、歓喜天社、氷川神社
▶�演目　雌獅子隠し
▶�内容　野の久伊豆神社から氷川神
社まで1日かけて回り、各寺社で
演舞を行う。
▶�その他　詳細は市ホームページで
確認または文化財保護課に問い合
わせてください。なお、若小玉の
獅子舞は神事のみ開催します（一
般公開なし）。
▶�問　同課☎553―3581

▶�日時　9月3日㈰午前11時～午
後2時
▶�場所　古代蓮会館南側広場※雨天
時は、同館西側休憩場
▶�内容　救急車乗車体験と写真撮
影、救急救命士による心肺蘇生法
指導やAEDの使い方、救急資器
材の展示など
▶�問　消防署本署☎550―2123

▶�日時　9月5日㈫～ 10月31日㈫
午前9時～午後3時※土・日曜
日、祝日を除く
▶�場所　武蔵野銀行行田支店（行田
4―5）
▶�内容　明治･大正･昭和時代の懐
かしいタバコとマッチのパッケー
ジ、ラベル、ポスターなどの展示
▶�問　栗原☎090―1535―4460

獅子舞を見に行こう

～救急医療週間～
古代蓮の里で救急を学ぼう！

煙
タバコ
草と燐

マッチ
寸これくしょん展

▶�日時　11月4日㈯午後3時～ 8
時（花火は午後6時30分打ち上げ
開始）
▶�場所　斎条劍神社（斎条1226）
▶�内容　行田市の活性化をテーマと
したイベント。夜空を彩る花火
（約50発）の他、キッチンカーや
市内の商店などの出店あり
▶�出店料　1区画2,000円
▶�主催　星河花火大会実行委員会
▶�その他　花火の打ち上げに際し協
賛者を募集します。申し込みは10
月4日㈬までにEメール（saisipu_
hirouno@yahoo.co.jp）で 同 実
行委員会萎沢。※1口1万円から
（例）【花火師おまかせ】3万円から
【スターマイン】9万円から【1尺
玉1発】12万円から【8号玉2発】
15万円【7号玉3発】15万円
▶�問　同実行委員会萎沢☎090―
8054―9444

▶�日時　毎週土曜日午前8時スター
ト
▶�集合場所　総合公園ランニング
コース弓道場付近
▶�内容　健康増進を図るため、園内（5
キロメートル）を各自のペースでラ
ンニングまたはウオーキングする。
▶�参加費　無料
▶�持ち物　申し込み時に発行された
バーコード
▶�その他　動きやすい服装でご参加
ください。
▶�主催　パークランジャパン
▶�申申　初回のみパークランホーム
ページ（https://www.parkrun.
jp/gyodashisogokoen）から登
録が必要です。
▶�問　黒田☎090―2211―4868
（午後6時～ 8時）

星河花火大会

総合公園パークラン

▶�日時　9月9日㈯午前9時～午後
5時、10日㈰午前9時～午後4時

▶�場所　コミュニティセンターみず
しろギャラリー
▶�内容　絵手紙、絵画、写真、俳
句、川柳、手芸などの展示
▶�主催　行田年金者組合
▶�後援　行田市
▶�問　飯島☎555―2072

▶�日時　9月30日㈯午後1時～5時、
10月1日㈰午前11時～午後4時
▶�場所　大宮ソニックシティ第1展示
場・イベント広場・601会議室（さ
いたま市大宮区桜木町1―7―5）
▶�内容　屋外ステージ、プレーパー
ク体験、子ども食堂による飲食出
展、企業向けセミナーなど
▶�問　埼玉県こどもの居場所フェ
ア実行委員会運営事務局☎03―
6231―1788

講座・教室講座・教室

▶�日時　9月～ 12月、令和6年2月・
3月の各第4土曜日（全6回）午後2
時～4時
▶�場所　商工センター 401研修室
▶�内容　（続）白楽天の詩を読み、漢
詩・漢文を分かりやすく解説する。
▶�講師　渡邊修一郎さん（元埼玉県
教育委員会委員長）
▶�定員　70人（先着順）
▶�参加費　500円（教材費、資料代）
▶�主催　公益財団法人忍郷友会進脩塾
▶�後援　行田市教育委員会
▶�申申・問　電話またはFAXで同法
人事務局☎556―9000【FAX】
556―9007

第15回ゆうゆう文化展

こどもの居場所フェア埼玉

人生を豊かにおくるための
人間学講座

▶�日時　10月7日㈯午後5時、8日
㈰【1回目】午後1時【2回目】午後
5時開演（開演60分前から受け付
け、開演30分前開場）
▶�場所　「みらい」文化ホール
▶�出演　忍城おもてなし甲冑隊他※
8日㈰午後5時の公演は甲斐姫役
に行田市長
▶�入場料　全席自由＜一般＞【前売
り】3,000円【 当日】3,500円 ＜
小・中学生＞【前売り】1,000円
【当日】1,500円※未就学児の膝
上での鑑賞は無料
▶�チケット取り扱い　観光物産館ぶ
らっと♪ぎょうだで販売※チケット
予約可（二次元コードを読み取り、
必要事項を入力の上送信）
▶�問　NPO法人埼
玉情報センター
☎048―711―
1337

▶�日時　10月15日㈰午後2時開演
（午後1時30分開場）
▶�場所　「みらい」文化ホール
▶�曲目　ミュージカル『キャッツ』よ
り“メモリー ”、歌劇『ルサルカ』
より“月に寄せる歌”、昭和歌謡
メドレー～上を向いて歩こう～他
▶�定員　500人（先着順）
▶�入場料　500円（全席自由）※未
就学児無料
▶�主催　行田音楽家協会
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�チケット取り扱い　直接宮脇書店行
田店または代表者氏名、チケット枚
数（小学生以上の方と未就学児）を
明記の上、Eメール（gyoda.music�
ians1991@gmail.com）で同協会
▶�問　鳥羽☎548―0237

三方領知替200年　行田市・桑名市・
白河市友好都市締結25周年記念
舞台「忍伝説2023」

行田音楽家協会
オータムコンサートVol.2

広告広告
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行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和5年8月1日現在）

人口78,465人（－76）　男38,875人（－31）　女39,590人（－45）　世帯数35,917世帯（1）
7月中の異動　出生23人　転入等213人　死亡94人　転出等218人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

▶ 日時　９月30日㈯午前9時15分
～ 11時30分

▶ 場所　VIVAぎょうだ2階学習室
▶ 内容　SDGsの学習（入門編）後、
ピラティス講座を行う。
▶ 対象　市内在住・在勤・在学の方
▶ 定員　15人（先着順）
▶ 参加費　無料
▶ 持ち物　ヨガマットまたは、大きめ
タオル（2～3枚）、タオル、飲み物
▶ その他　ひととき保育（2歳以上
の未就学児）の申し込みは9月15
日㈮まで
▶ 申申・問　9月8日㈮午前9時から
行田市電子申請・届出サービス、
直接、電話のいず
れかの方法により
VIVAぎょうだ☎
556―9301※月曜
日は休館

▶ 日時　10月3日㈫・4日㈬・11日
㈬・18日㈬（全4回）の午後3時
30分～5時
▶ 場所　中央公民館PC研修室
▶ 内容　パソコンのスキルを学び、
再就職を目指す。①求人票の見
方・応募書類の書き方②ワードに
よるビジネス文書の練習③エクセ
ルによる表計算（関数の基本・仕
事に役立つ関数）他
▶ 対象　市内在住・在勤・在学の方
▶ 定員　15人（先着順）
▶ 受講料　無料
▶ 持ち物　筆記用具
▶ その他　ひととき保育（2歳以上
の未就学児）の申し込みは9月16
日㈯まで
▶ 申申・問　9月9日㈯午前9時から
行田市電子申請・届出サービス、
直接、電話のいず
れかの方法により
VIVAぎょうだ☎
556―9301※月曜
日は休館

ピラティス講座
「インナーマッスルを鍛えよう」

再就職応援セミナー
「パソコン講座」

相　　談相　　談

▶ 日時　10月2日㈪午前10時～ 11
時30分
▶ 場所　総合福祉会館「やすらぎの
里」
▶ 内容　子育て中の仲間と子育てに
ついて語らう。
▶ 対象　市内在住で乳幼児を持つ保
護者
▶ 定員　親子10組（託児あり）
▶ 参加費　1組100円
▶ 主催　行田市民生委員・児童委員
連合会
▶ 後援　行田市、行田市教育委員会、
行田市社会福祉協議会
▶ 申申・問　9月2日 ㈯ ～ 10月1日
㈰の午後3時に同協議会☎557
―5400

▶ 日時　10月20日㈮午後1時～ 4
時
▶ 場所　彩の国くまがやドーム体
育館（熊谷市上川上300・熊谷ス
ポーツ文化公園内）
▶ 内容　25社（予定）が参加し、障
害のある方を対象に企業の人事担
当者と面接を行う。　
▶ 定員　100人程度（先着順）
▶ 持ち物　履歴書・職務経歴書（応
募する企業の数分用意すること）、
面接希望票（本人控）、上履き（ス
リッパ）
▶ 申申・問　ハローワーク行田☎５５６
―３１５１

子育て談話室「たんぽぽ」

県北地域障害者就職面接会

▶ 日時　10月4日～26日の毎週水・
木曜日（全8回）午前10時～ 11時
▶ 場所　行田グリーンアリーナ柔道
場・剣道場
▶ 内容　気功体操で免疫力を高め、
病気やけがを防ぎ、太極拳で足腰
とバランスを整える体験会※いず
れかのみ参加可
▶ 費用　1,500円
▶ 持ち物　バスタオル、室内履き
▶ 申申・問　電話で行田健康気功太極
拳サークル福田☎090―3594―
9590

秋の気功体操＆太極拳体験会

スポーツスポーツ

▶ 日時　11月3日㈮午前9時開会
▶ 場所　行田グリーンアリーナ
▶ 種目　【ダブルス】①小学生の部②
中学生の部（学年別）③一般男子1
部（上級）・2部（中級）・3部（初級）
④一般女子1部（上級）・2部（中
級）・3部（初級）

▶ 競技方法　リーグトーナメント式
▶ 参加資格　市内在住・在学、行田
市バドミントン連盟登録者（それ
以外の方は他に連盟登録料500
円が必要）

▶ 参加費　【小・中学生】1組500円
【一般】1組2,000円（当日徴収）
▶ 持ち物　第2種検定以上の合格球
のシャトル（小・中学生のみ）

▶ 申申 9月30日㈯までに申込用紙
（行田グリーンアリーナで配布）を
郵送で提出【郵送】〒361―0022
行田市桜町1―25―9田沼正子

▶ 問　田沼☎555―3115

▶ 期間　10月1日㈰～ 31日㈫
▶ 内容　10月の1カ月間に歩いた歩
数をスマートフォンアプリ上で競う
参加無料のオンラインスポーツイ
ベント。全国の市区町村対抗戦の
他、個人戦、ランニング部門あり。

▶ 参加方法　オクトーバー・ラン&
ウォーク大会事務局ホームペー
ジ（https://arbeee.net/pj/
octoberrun2023）からアプリを
ダウンロードし、参加してください。

▶ 主催　（一財）アールビーズスポー
ツ財団
▶ 問　生涯学習ス
ポーツ課☎556―
8336

第50回
市民バドミントン大会

オクトーバー・ラン＆
ウォーク2023

▶ 日時　9月26日㈫、10月24日㈫
いずれも午後2時～ 4時
▶ 場所　産業文化会館
▶ 内容　スマートフォンやタブレッ
トの危険性について学ぶ。
▶ 講師　加納桂輔（セキュリティ問
題研究家）
▶ 定員　各回10人（先着順）
▶ 費用　3,000円　
▶ 持ち物　スマートフォンまたはタ
ブレット、筆記用具
▶ 申申・問　9月10日㈰からNPO法
人すぎとSOHOクラブ加納☎
080―8080―7616

スマホの安全教室

募　　集募　　集

自衛官候補生
▶ 受付期間　年間を通じて受け付け
▶ 対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方

一般曹候補生
▶ 受付期間　9月6日㈬～ 11月30
日㈭

▶ 試験日　【1次試験】12月9日㈯～
14日㈭のうち1日【2次試験】令和
6年1月6日㈯～ 14日㈰のうち1
日

▶ 対象　日本国籍を有する18歳以
上33歳未満の方

▶ その他　定員に達した場合は試験
を実施しないことがあります。

防衛大学校
▶ 受付期間　10月18日㈬まで
▶ 試験日　【1次試験】10月28日㈯
【2次試験】11月28日㈫～ 12月2
日㈯のうち1日

▶ 対象　日本国籍を有する18歳以
上21歳未満の高等学校（高等専門学
校3年次）を卒業（修了）した方また
は見込みのある方

▶ 問　防衛省自衛隊埼玉地方協力本
部熊谷地域事務所☎522―4855

そ の 他そ の 他

　商工センターでは、業者と連携し
パーティーや祝賀会、宴会などさま
ざまなシーンに対応したケータリン
グメニューの提案を行っています。
給仕を伴うケータリングにも対応可
能です。
　料金など詳細は、同センターへお
問い合わせください。
▶ 申申・問　同センター☎553―0510

自衛官等

商工センター
ケータリングサービス

スマートフォン講習会

　スマートフォンの基本的な操作やアプリの使い方を学びます。便利な
機能を使いこなし、情報収集やコミュニケーションを楽しみましょう。
オンライン化した市役所の行政サービスの使い方も学びます。
▶期日・場所　令和5年6月～ 11月
　＜10・11月の開催スケジュール＞

回 期　　日 場　所 電話番号
16 10月7日㈯・8日㈰ 星宮公民館 554―9963
17 10月14日㈯・15日㈰ 長野公民館 553―1414
18 10月21日㈯・22日㈰ 南河原公民館 557―3188
19 10月28日㈯・29日㈰ 中央公民館 556―2649
20 11月11日㈯・12日㈰ 地域文化センター 559―3051
21 11月25日㈯・26日㈰ 中央公民館 556―2649

※1回につき、2日間の日程で開催（いずれか1日のみの参加も可）
▶ 時    間　午前10時～正午
▶ 内    容　【1日目】基本操作【2日目】応用操作
▶ 対    象　市内在住の方
▶ 定    員　各講座10人
▶ 受 講 料　無料
▶ 持 ち 物　スマートフォン、充電器
▶ 申し込み　各公民館
▶ 問い合わせ 情報政策課（内線331）

広告広告
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環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

　江戸時代に忍藩（現：行田市）、桑名藩（現：三重県桑名市）、
白河藩（現：福島県白河市）は、幕府の命令により玉突き状態で

国替えを行いました。これがいわゆる「三方領知替」です。
　三方領知替から今年でちょうど200年。この100年に一度の記念すべき年を
盛り上げるため、市ではさまざまな取り組みを行っています。
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忍
桑
名

白
河

あ
れ
か
ら
200
年―

はじめまして
令和4年9月生まれのおともだち

橋
本
那な
つ
き月

ち
ゃ
ん
（
西
新
町
）

令
和
4
年
9
月
9
日
生
ま
れ

父
・
裕
さ
ん　
母
・
綾
香
さ
ん

坂
田
篤あ
つ
ひ
こ彦

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

令
和
4
年
9
月
26
日
生
ま
れ

父
・
頼
彦
さ
ん　
母
・
和
子
さ
ん

「
癒
し
パ
ワ
ー
１
０
０
％

い
つ
で
も
笑
顔
」

「
元
気
に
逞
し
く

大
き
く
な
っ
て
ね
!
」

田
中
紗す
ず
と斗

ち
ゃ
ん
（
中
江
袋
）

令
和
4
年
9
月
12
日
生
ま
れ

父
・
恵
介
さ
ん　
母
・
杏
奈
さ
ん

「
紗
斗
に
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が

訪
れ
ま
す
よ
う
に
!
」

工
藤
新あ
ら
た太

ち
ゃ
ん
（
棚
田
町
）

令
和
4
年
9
月
22
日
生
ま
れ

父
・
翔
太
さ
ん　
母
・
沙
弥
加
さ
ん

「
毎
日
幸
せ
の
連
続
!!

大
好
き
だ
よ
♡
」

「
我
が
家
の
宝
♡
」

吉
岡
寿す

ず

な
々
和
ち
ゃ
ん
（
南
河
原
）

令
和
4
年
9
月
24
日
生
ま
れ

父
・
寿
人
さ
ん　
母
・
佑
子
さ
ん

● 9月1日㈮～29日㈮に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、10月2日㈪午前11時から市役所203会議
室で公開抽選を行います。

令和4年11月生まれのお子さんを募集します

資
料
が
か
た
る

行
田
の
歴
史

54

行
田

歴
史
系
譜
354

文
政
6
年
の
三
方
領
知
替
と
藩
士
の
記
録

小
川
惺せ

な凪
ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

令
和
4
年
9
月
12
日
生
ま
れ

父
・
博
之
さ
ん　
母
・
真
季
さ
ん

「
笑
顔
が
か
わ
い
い

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♡
」

市職員によるプロジェクトチーム「IGZO GYODA」
では、動画を作成し、本市のさまざまな魅力を
YouTube「ぎょうだ動画チャンネル」で配信して
います。ぜひご覧ください。

記
し
た
も
の
で
、
藩
主
の
江
戸
城
呼
び
出
し
に

始
ま
り
、
6
月
中
旬
ま
で
の
出
来
事
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
発
令
後
最
初
に
出
さ
れ
た
通
達
は
、
屋
敷
の

竹
木
・
飛
石
を
荒
ら
す
な
、
火
の
用
心
に
注
意

し
、
博ば

く
ち打

を
す
る
な
、
屋
敷
の
部
屋
数
な
ど
を

調
べ
て
お
け
と
い
っ
た
も
の
で
、
急
な
転
封
の

た
め
何
を
準
備
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
と
り

あ
え
ず
思
い
つ
い
た
こ
と
を
伝
え
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
4
月
21
日
に
は
家
臣
の
家
族
や
使
用
人

の
人
数
・
性
別
な
ど
の
調
査
が
行
わ
れ
、
29
日

に
は
船
便
で
運
ぶ
家
臣
の
武
器
・
武
具
類
の
品

名
と
数
量
の
提
出
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
5
月

に
入
る
と
、
忍
城
受
け
取
り
・
桑
名
城
引
き
渡

し
を
担
当
す
る
家
臣
が
順
次
発
表
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
城
や
領
地
は
幕
府
か
ら
拝
領
し
て
い

る
た
め
、
転
封
に
際
し
て
は
一
度
幕
府
に
返
し

て
、
改
め
て
拝
領
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
城
の
受
け
渡
し
に
は
幕
府
か
ら
派
遣

さ
れ
る
旗
本
が
上
使
と
し
て
立
ち
会
い

ま
す
。
そ
の
上
使
が
5
月
末
に
発
表
と

な
り
ま
し
た
。
上
使
と
の
調
整
は
江
戸

藩
邸
の
藩
士
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
3
カ
月
ほ
ど
の
記
録
で
す
が
、

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
や
準
備

が
行
わ
れ
、
松
平
下
総
守
家
に
と
っ
て

1
1
3
年
ぶ
り
の
転
封
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

　
文
政
6
年（
1
8
2
3
）3
月
24
日
、江
戸
城

で
忍
藩
主
阿
部
正ま
さ
権の
り
が
白
河
へ
、
白
河
藩
主
松

平
定さ
だ
永な
が
（
松
平
越
中
守
家
）
が
桑
名
へ
、
桑
名

藩
主
松
平
忠た
だ
堯た
か
（
松
平
下
総
守
家
）
が
忍
へ
転

封
と
な
る
三
方
領
知
替
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

松
平
越
中
守
家
は
房
総
半
島
沿
岸
警
備
の
費
用

が
藩
財
政
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
白
河
か
ら

の
転
封
を
幕
府
へ
働
き
か
け
て
い
ま
し
た
。
阿

部
家
で
も
当
主
正
権
が
病
弱
で
藩
主
の
重
責
を

果
た
せ
ず
、
藩
内
も
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
松
平
越
中
守
家
と
阿
部
家
の
事
情
か
ら
、

松
平
下
総
守
家
を
交
え
て
の
転
封
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
忍
城
・
桑
名
城
・
小
峰
城
の
受
け
渡
し
が
行

わ
れ
た
の
は
9
月
27・28
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

準
備
に
半
年
か
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
間
の
出
来
事
を
記
録
し
た
史
料
が
各
地
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
の「
諸
事
公
私
覚
書
」

は
台
所
奉
行
を
勤
め
て
い
た
松
平
下
総
守
家
家

臣
の
奥
平
十
郎
左
衛
門
が
転
封
の
準
備
内
容
を

諸事公私覚書（郷土博物館蔵）


